
特別支援学校



◇活動の紹介
○活動のねらい
・　ボランティアを希望している方々に本校の
児童生徒の様子を知らせたり、支援の仕方な
どを確認することで、安心して児童生徒に接
することができるようにする。
・　児童生徒への支援や行事の手伝いをしてく
ださるボランティアの方を養成する。

○作業日時
平成２１年１０月１５日（木）

９：００～１６：３０

○作業場所
栗田養護学校　寄宿舎玄関前

○協力してくださった方々
・秋田建築労働組合　　　１名
・地元企業（木曽塗装） ３名
・寄宿舎生の保護者　　　３名
・秋田大学（院）学生　　３名
・地域住民　　　　　　　２名
・地域コーディネーター　３名

○活動の概要
秋田建築労働組合・地元企業の方々が講師を
務め、校外環境整備のボランティア養成講座を
行った。内容は学校寄宿舎玄関の塗装作業。講
師は地元企業・木曽塗装の木曽さんが務めた。
環境整備は支援ボランティアのみの活動にな
りがちであるが、今回は寄宿舎生も一緒に作業
することにした。そのため、講師の木曽さんは
事前の下見を重ね、作業内容を検討。当日も下
準備を整え、寄宿舎生との合同作業に備えた。
寄宿舎生の参加は放課後の15：30～16：30
の１時間程度となったが、講師の方々の丁寧か
つ親切な指導の下、ボランティアの方々ととも
に楽しみながら作業することができ、仕上がり
具合も素晴らしいものとなった。また、木曽さ
んは、作業をする子どもたちの健康にも配慮し

た、体に優しい塗料を準備するなど、細かな配
慮をしてくれた。
寄宿舎玄関がきれいに生まれ変わり、作業に
参加した寄宿舎生の中にはよほど愛着があるの
か、自分で塗装した部分の壁を優しくなでなが
ら登校する様子が見られる。

◇この活動を行って
○参加者の感想
＜支援ボランティアとして携わった保護者の
方々＞
子どもたちと一緒に作業したことで、我が子以
外の子どもとふれあう貴重な機会となった。
＜学校職員＞
普段対人関係で悩みを抱えている子どもたちも
積極的に活動に取り組んでおり、新たな一面を発
見することができた。日常の指導に役立てていき
たい。

○今後について
＜担当教諭　佐藤先生＞
他者との関わりに課題のある子どもたちもいる
ため、現在は寄宿舎を中心とした支援活動に限ら
れている。今後は今回の取組をきっかけとして、
他の学部にも活動を広げていきたい。
＜田口教頭先生＞
今回の環境整備支援は学校支援地域本部事業に
取り組まなければ生まれてこない発想であり、学
校の教育活動を充実させるものとなっている。
養護学校としての「地域」は広域になりがちで
ある。それを強みと捉え、地元企業・組織・団体
と関わることで、活動の幅を広げていきたい。ま
た、地元の高校との連携協力についても検討して
いきたい。
この取組の意義や効果について職員への啓発を
図りながら、子どもが入れ替わっても職員が異動
しても、本校に愛着を持ち継続して支えてくれる
「学校応援団」を増やしていければと考えている。

生まれ変わった
寄宿舎玄関
～地元企業との連携による環境整備

（ボランティア養成講座）～
秋田県特別支援学校地域本部　　県立栗田養護学校
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◇活動の紹介
・活動にあたって
本校では毎年「ゆり養祭」を実施している
が、例年、保護者の力を借りて環境づくり
を行っている。今年度、学校支援地域本部
事業に取り組むことを機会に、さらに広範
囲の方々に協力をお願いすることにした。

○期　間　平成２１年１０月～
○場　所　ゆり養護学校　校舎内外各所
○対　象　ゆり養護学校児童・生徒
○内　容　「ゆり養祭」等に向けての各種環境

づくり

・ボランティアの募集
保護者だけでなく、卒業生の保護者や地域
住民の方々に範囲を広げ、募集チラシを配
布した。卒業生の保護者等が積極的に参加
してくれた。

・ボランティア研修会の実施
ボランティアの方々に参加してもらい、研
修会を開催した。本事業の趣旨や取り組み
内容について共通理解を図り、今後の見通
しをもつことができた。

・小物作り
児童・生徒が祭りの中で使用する小物を作
った。細かい作業で、それなりの数を必要
とするため、何日かに分けて、少しずつ作
るようにした。

・窓の飾りつけ
紙やテープで作った飾りを、廊下の窓に貼
った。校内全体となるとかなりの数でこれ
も時間がかかったが、季節感あふれる素敵
な環境ができあがった。

・ゆり養祭当日と記念式典への協力
ボランティアの方々に、高等部の劇の際に
お化粧を手伝ってもらった。
また、後日行った10周年記念式典の際にも、
環境整備や衣装づくり等で協力してもらった。

◇この活動を行って
○実践者の声　
＜支援ボランティアから＞
・本校の子どもたちは自分の子どもと同じ。子
どもたちの姿・笑顔を見ることができて、と
てもうれしい。
・学校・親同士のつながりをずっと大切にした
い。ボランティアとして係わることで、それ
が可能になる。
・卒業した後の親がボランティアとして係わる
形が良い。ＰＴＡとイコールにならない方が
動きやすい。
＜子どもたちから＞　
・校内がだんだんゆり養祭ムードになっていっ
て、気持ちが盛り上がった。
・ヘアメイクをしてもらった。きれいに化粧し
てもらい、うれしかった。
＜学校の先生方から＞
・例年職員が行っていた仕事をボランティアの
方々に手伝ってもらい、時間を有効に活用す
ることができた。
・「みんなでつくり上げた」ということで、子
どもたちの意欲付けになった。

○成果、課題
・子どもたちの意欲が向上するだけでなく、ボ
ランティアの方々も力をもらえるといった相
乗効果が見られた。
・ボランティアの方々から、仕事をもっている
方々の活動は難しいとの指摘をいただいた。
できる範囲で無理なく活動することが、重要
であると思われる。
・ゆり養祭をきっかけに、他の分野にもボラン
ティア活動を広げていきたい。また、地域住
民にも支援活動に参加してもらえるよう働き
かけていきたい。

みんなでつくり上げた
「ゆり養祭」
～学校祭に向けてのボランティアの活動～

秋田県特別支援学校地域本部　　県立ゆり養護学校
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◇活動の紹介
○活動の概要
大曲養護学校ボランティア委員会では全校児
童生徒に呼びかけ、ペットボトルのキャップと
ベルマークの収集を行っている。例年職員が行
っていたそれらの集計を、学校支援地域本部事
業への取組を契機に地域コーディネーターの呼
びかけで集まった地域の方々に協力をお願いし
た。

○作業日時
①平成２１年１１月２０日（金）
②平成２１年１２月４日（金）

○作業場所
大曲養護学校会議室

○協力してくださった方々
・大曲婦人会………開校当時から交流を図っ

てきている
・地元企業の社員…社員教育の一環として社

員５名を大曲養護学校支
援ボランティアとして登
録

・地域の方々………各種サークルや団体を中
心に

ペットボトルキャップ800個で東南アジアの
子どもの一人分のワクチンとなる。今回の集計
作業では、ワクチン22個分の集計が終了した。
これまで職員が放課後に何時間もかけて行っ
ていた作業。なかなか手をつけることができず
に、いつも後回しになっていたが、今回は支援
ボランティアの協力を得て一気に終了！

◇この活動を行って
＜支援ボランティアの方々＞
・学んでいる子どもたちの姿を見て、がんばっ
ているなと感動した。この子たちの助けにな

っていることを考えるとやりがいがある。大
変楽しい。
・これまでは養護学校ということで特別な存在
と捉えていたが、そんなことはないという新
たな発見ができた。できることは何でもやる
ので、いつでも声をかけて欲しい。

＜地域コーディネーター　藤井さん＞
・地域の方々に協力を依頼すると快く引き受け
てくれ、うれしく思っている。
・まだ自分が対応できる支援活動の範囲でしか
ボランティア要請ができていない。専門的な
部分での要請が来たときに不安がある。協議
会メンバーに協力を求めながら、支援活動の
バリエーションを増やしていきたい。

＜担当教諭　佐貫先生＞
・私たち教師側は「感謝」の一言に尽きる。負
担軽減に直結し、その分子どもたちの指導準
備に時間をかけることができている。何より
も藤井コーディネーターの存在が大きい！
・当初「自分たちがやらなければ」と思ってい
た職員も「任せるところは任せる」と上手に
やりくりできるようになってきている。この
気持ちの変化が非常に大きい。
・この地域本部の取組をきっかけに、現在取り
組んでいる活動を充実させ、さらにメニュー
を広げていきたい。

＜大日向校長先生＞
・この取組をとおし、「地域の学校」であるこ
とがいかに大事かを実感している。本校は開
校自体が地域が求めてのものであり、もとも
と地域はことあるごとに気にかけてくれてい
た。学校と地域の関係が年月をかけて熟成し
てきているからこそ、これを機会にもう一度
原点に立ち返り、地域の学校としてのねらい
の再確認をしたいと考えている。

ペットボトルキャップ・
ベルマークの集計作業
～ボランティア委員会活動への協力～

秋田県特別支援学校地域本部　　県立大曲養護学校
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◇活動の紹介
○活動の概要
横手養護学校の裏山は、「まいたけ」「くわが
た」「栗クリ」「どんぐり」の４種類の散策路が
設けられ、児童生徒が身近に自然を体験できる
美しい山となっており、「どんぐり山」の愛称
で親しまれている。
例年ＰＴＡの保護者の協力を中心に行ってい
るどんぐり山の草刈り活動ではあるが、今年度
は保護者以外のたくさんの方々の協力を得て、
整備作業を行った。

○作業場所と作業内容
横手養護学校の裏山：通称「どんぐり山」の
草刈りと校庭花壇の整備

○活動日時
平成２１年８月２３日（日）
９：００～１２：００

○協力してくださった方々
・ＰＴＡの保護者の方々
・「やまなみの会」…おやじの会ＯＢ
・卒業生の保護者
・「支える会」…歴代ＰＴＡ会長、旧職員等

で組織
☆職員も含め、総勢８０名を超える方々の協
力を得ての作業となった。

○活動の様子
当日は、軽トラック１０台、草刈り機１５台
が集結。どんぐり山斜面の草刈りと古いスロー
ガン看板の撤去。
同時に花壇の除草作業も実施。

◇この活動を行って
○参加者の感想
＜支援ボランティアから＞
・子どもたちのためにきれいにできて気持ち
よかった。
・もっと別のことでも協力できると思うので、
声をかけて欲しい。
・教職員と同じ時間を共有し、作業を通じて
いろいろなお話ができてうれしかった。

＜学校の先生方から＞
・普段接する機会のない他学部の保護者の
方々と交流でき、有意義だった。
・共に作業をして、さらに連携が深まったよ
うに思う。

○今後の展望
＜教頭先生から＞
・これまではＰＴＡの保護者の方々が中心で
あったが、様々な方々から協力してもらい、
「職員理解」「学校理解」につながる活動
となった。
・活動がきっかけで広がったネットワークに
より、高等部生徒の職場体験の実習先が新
たに見つかったり、就労活動に広がりが出
たりと、連携の輪がさらに広がりがでると
いう効果を実感している。
・学校は活動を支援してもらうだけではなく、
児童生徒が学校前を通る国道のクリーンア
ップ活動を行ったり、どんぐり山に隣接す
るぶどう園に出向き袋がけを手伝ったりと
地域への貢献活動も積極的に行っている。
・課題として、学校の情報を地域に発信して
いくことが重要である。学校近隣の地域に
もっと学校をＰＲし、学校の存在や子ども
たちの実態を地域の方々に知ってもらいた
いと思っている。
☆「つながりがつながりを呼ぶ」ということ
を意識し、本事業の取組を活用しながら地
域との効果的な連携方法を探っていきたい。

ＰＴＡを中心にした
校地内環境整備活動
～みんなが大好きな
どんぐり山がきれいになったよ！～

秋田県特別支援学校地域本部　　県立横手養護学校
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